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●県産品（県内企業）の課題解決と付加価値向上
●デザインを導⼊した商品開発の実施（誰に、何を、どこで）

ユーザー起点の
開発⼿法の導⼊

⽬的

内容

①現状把握
（現状調査・ペルソナ設定）

② 課題抽出
（⾏動観察・ユーザー調査）

③ 構想・定義
（アイデア創出・コンセプト策定）

④ 試作・評価
（設計・開発・使⽤評価）

⑤ 改良・検証
（試作品改良・使⽤評価）

⑥ 市場導⼊
（テストマーケティング・商品化）

●県産品を対象にデザインプロセスを導⼊したユーザー起点の商品開発の実践

●五島椿油の開発
（⻑崎県⽴⼤学と共同）
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●開発のポイント︓新たなターゲットの
若壮年層向けフェイスケア⽤品の開発

●椿油の特⻑︓⾼い保湿性
⼈の⽪脂と同じオレイン酸を豊富に含む植物油

●波佐⾒焼の開発
（活⽔⼥⼦⼤学と共同）
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●開発のポイント︓新規市場の開拓
⾷器以外の⽇⽤⽣活品の開発

●波佐⾒焼の特⻑︓時代のトレンドを
取り⼊れたシンプルでカジュアルな器
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●デザインとは︓
・⼀般的︓形を整える、着⾊する等、装飾的・表⾯的な⾏為という捉え⽅（狭義の解釈）

●県産品（県内中⼩製造業等）の製品開発の多くは︓

・本来は︓社会の課題やニーズを解決するため、製品やサービスを開発し提供する
設計プロセス全般という考え⽅（広義の解釈）

・⼯業製品︓⾃社が得意とする技術がベース
・農⽔産品︓海⼭の豊富で良質な素材が中⼼

こんな凄い機能が
付いてるのに何で
売れないんだろう

こんなに美味しい
のに何で売れない
んだろう

※必要としている⼈に、必要な仕様の製品が、ちゃんと届いているのか︖
（ターゲットは︖販路は︖競合品は︖差別化は︖過剰性能・⾼額になってないか︖…）

開発者起点
の製品開発

●デザインの解釈と県産品（県内中⼩製造業等）の現状

まとめ ●開発品 ●研究成果企業・⼤学と共同でニーズを掘り起こしたユーザー起点の商品を開発

ユーザー起点の商品開発

デザインプロセスの導⼊

企業経営者・担当者の育成

本研究によって得られた成果

県産品の課題解決及び付加価値向上ためのデザインの導⼊と商品開発（H31R3）

⻑崎県窯業技術センター 戦略・デザイン科 桐⼭有司

ユーザー起点
マーケット起点

●フェイスマスク
ネーミング︓ツービーケー（tsubakiの頭⽂字）
ターゲット︓若壮年層の⼥性
ポイント︓⾼保湿、フェイスケア

●トレイ／容器
ネーミング︓イン／オン（⼊れる、置く）
ターゲット︓若壮年層
ポイント︓多⽤途、抗菌（衛⽣的）

●傘⽴て
ネーミング︓パラシル（鉛筆型の傘⽴て）
ターゲット︓若壮年層〜
ポイント︓パーソナル⽤、抗菌（衛⽣的）


